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六甲山系の保久良山（金鳥山）から望む初日の出

えべっさんの総本社･西宮神社に奉納された大まぐろ 商売繁盛や開運を祈願する大漁旗が並びます

新年明けましておめでとうございます。
昨年は、地震、豪雨、台風など多くの災害が発生し、兵庫県においても、被害が多数報告されています。

農林水産省では、農林漁業者の方々が一日も早く経営再建できるよう、全力で取り組んでいます。
また、農業者の所得の向上を図るため、自由に経営展開できる環境を整備し、農業者の努力では解決でき

ない構造的な問題を解決するため、「農業競争力強化プログラム」に基づいた施策等を進めています。
本年が、災害のない年となるようお祈りいたしますとともに、皆様の今後益々のご発展を祈念致します。



にんにく栽培・加工品販売の「株式会社 播磨ライフ」
を経営されている、たつの市の苗村武大さんにお話を伺
いました。

実家が兼業農家であり小さなころから農作業の手伝い
をしていました。東京等での６年の会社員生活を経て実
家に戻り野菜栽培等を経験する中、自ら栽培した野菜を
購入した消費者の方から感謝の言葉等を受け、「やっぱ
り農業だ」との思いを強め、平成26年に本格的に農業を
始めました。

そこで、地域土壌が粘土質ということもあり、あまり
栽培されていない「にんにく」に着目しました。栽培方法等は県普及センター等に相談し、初め
は苦労しましたが、経験を重ねるごとに乾燥調整等の作業もうまくいくようになりました。

また、「にんにく」に付加価値を付けて販売したいと考え、加工品を販売する「株式会社 播磨
ライフ」を平成28年10月に立ち上げました。

今は「龍野にんにく甘辛佃煮風」､「龍野にんにく万能たれ甘辛味噌醤油味」､「龍野黒にんに
く」を道の駅、JA直売所、サービスエリア等で販売して
おり、これらの商品は、たつの市のふるさと納税返礼品
としても取り扱ってもらっています。

作付面積は1.5㏊で種付けから収穫まで自分一人で行っ
ていますが、繁忙期のみパート従業員を雇用しています。

にんにくの袋詰め、加工品の箱詰め等も一人で行って
いるので、時には目の回る忙しさもありますが、消費者
の方に品質の良いものを届けたいとの思いで頑張ってい
ます。

これからも、おいしくて、付加価値が高い商品を作り、
全国に龍野にんにくを広めていきたいと思っています。

たつの市の『にんにく』をもっと知ってもらいたい！

平成30年度第２次農林水産関係補正予算（総額5,027億円）及び平成31年度農林水産予算（総
額2兆4,315億円）が概算決定されました。

平成30年度第2次補正予算のポイント
①「TPP等関連政策大綱」に基づく施策の実施
②重要インフラの緊急点検等を踏まえた防災・減災、国土強靭化のための緊急対策
③「農林水産業・地域の活力創造プラン」に基づく施策等の推進
④台風24号等の災害への対応

平成31年度予算のポイント
農林水産業・地域の活力創造プラン」に基づく農林水産業全般にわたる改革を着実に実施

するための８つの柱と防災・減災、国土強靭化のための緊急対策

各事業の内容等は、農林水産省ホームページをご覧いただくか、地方参事官ホットラインまで
お問い合わせください。各予算の詳細等は、以下のアドレスからご確認いただけます。

平成30年度農林水産関係補正予算の概要 http://www.maff.go.jp/j/budget/30hosei2.html

平成31年度農林水産予算概算決定の概要 http://www.maff.go.jp/j/budget/31kettei.html  

平成31年度税制改正の大綱における農林水産関係税制事項について
http://www.maff.go.jp/j/press/keiei/tyosei/181221.html

平成30年度第2次農林水産関係補正予算 及び
平成31年度農林水産予算概算決定の概要について



こだわりの“ひょうご雪姫ポーク”を食べてみて！

たつの市で養豚業、姫路市で豚肉・ハム・ソーセージ
専門店「feinkost（ファインコスト）」を経営されてい
る木村友彦さんにお話を伺いました。

家業が養豚業だったのでいずれは家業を継ぐことを考
え、その際には豚肉を自分で販売したいと思っていたの
で、食品衛生管理者の要件を満たすことのできる大学へ
進学しました。

大学卒業後は、視野を広めるため、食品関連会社へ就
職し、平成15年にＵターン就農しました。

就農してまもなく、兵庫県が進めるブランドポーク作
りの事業を紹介され、エコフィード（食品残さ等を利用して製造された飼料）を使用した肥育を
開始しました。肉質が良くなる配合と期間を見極めるためにテストを繰り返し、出来上がった理
想的な豚肉は「ひょうご雪姫ポーク」として22年に兵庫県認証食品に認定されました。

就農から１年半後にはドイツでハム・ソーセージ作りを学んでいた弟と豚肉と加工品の直営店
をオープンしました。しばらくは資金面などで苦労はありましたが、今では豚肉のおいしさが口
コミで広がり、売り上げが安定してきました。

養豚は私のほか弟と母の三人で約200頭の肥育豚の世
話をしています。納得の出来る品質を維持するため出荷
量は一定量としています。

当農場の豚肉は、ほぼ直営店でのみの取り扱いですが、
消費者の皆さんからも好評をいただいており、徐々に予
約販売の割合が高くなっています。

今後も品質にこだわった生産を続けたいので、今のス
タイルをブレずに続けていきたいと思っていますが、美
味しいとんかつが食べられる店を開きたい、と密かに思
っています。

兵庫県では、2月24日（日曜日）神戸国際会館において、職業と
しての農業について理解を深めてもらうための各種情報提供や個別
相談を行う「就農希望者向けセミナー・相談会」を開催します。

農業法人の紹介や新規就農者の体験発表、ひょうご就農支援セン
ターの相談員が農業を始めるに当たっての心構えを説明するほか、
県や市町、県内の農業法人などが個別相談にも応じます。

兵庫県内で新しく農業を始めたい方や農業法人等で働きたい方な
ど、お気軽にお申し込み下さい。参加費は無料です。

お問い合せ先

農政環境部農政企画局農業経営課 担い手対策班 ☎078-362-9194 ✉nougyoukeiei@pref.hyogo.lg.jp

詳しくは、兵庫県ホームページ https://web.pref.hyogo.lg.jp/nk04/170806.html

就農希望者向けセミナー･相談会のご案内

地産地消等推進フォーラムの参加者募集中！
近畿農政局では、平成30年度地産地消等優良活動表彰の近畿農政局長賞の受賞者６団体に対す

る授与式及び地産地消等推進フォーラムを開催し、基調講演、受賞団体及び農林水産大臣賞の事
例発表を平成31年2月15日（金曜日）にメルパルク京都（京都市下京区）で開催します。

地域の創意工夫のある様々な地産地消の取り組みや、国産農林水産物･食品の消費拡大の成果、
課題の紹介を行います。皆様のご参加をお待ちしています。

詳しくは http://www.maff.go.jp/kinki/press/keiei/tiiki_syokuhin/190115.html

木村 友彦さん（写真右）と 弟さん



先日、同僚とお雑煮の話になり、兵庫県では白みそやお澄ましベースに丸餅が
基本だとか･･･。私の出身地では、同じ白みそやお澄ましベースにあん餅を入れて
食べる地域があります。郷土食とも言えるお雑煮ですが、皆さんの地域はどんな
お雑煮？ ちなみに私の出身地は、赤飯にはゴマ砂糖です。さて出身地はどこ？

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2019.01

「GAP」の実施に向けて！

M

2018年5月の第1回から12月の第8回に渡り「GAP」の概要を掲載してきました。
今号では、まとめとして、これからGAPに取り組もうとする農業者の皆さまに、「GAP」の実

施に向けて！と題し、ほんの一部ですが取り組みのポイントを紹介します。

これから始めるGAP （農林水産省WEB）

農林水産省では、これからGAPに取り組む皆さまに向け、GAP
の基礎を学べるオンライン研修「これから始めるGAP」を開設し
ています。

研修の最後には、理解度確認テストを受けることができ、修了
証が発行されます。

詳しくは http://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/online_kensyu.html

GAPでの、ルール作り
や基盤作りは、一度作れ
ばそれで完成ではありま
せん。

更に改善を続けること
で生産性向上や競争力強
化が図られ、次世代に引
き継げる農業経営を構築
することができます。

PDCAサイクル

5つの柱

食品の安全を確保する 環境を保全する

労働者の安全を守る 労働者の人権を守る

農業経営の効率化･充実を図る

メリット

GAPに取り組むことによって得られるメリット
のひとつに、競争力が強化され、農業経営の改善
を図れることが、事業者にとっては、いちばん嬉
しいことではないでしょうか。

P （PLAN：現場での課題の洗い出し）
農場利用計画・点検項目の作成など

A （ACTION：内容の見直し）
改善

・なぜ実践できなかったか
・取り組みは行ったが､不十分な点は
・全体を通して見直す項目は

C （CHECK：計画どおり実行されたか）
点検・評価

・農薬散布後は器具を洗浄しているか
・説明書どおり器具を使用したか
・機材のメンテナンスは適切か

D （DO：計画に基づき実行）
実施・記録など

・記録をする
・機材をルールに従いメンテナンス
・毒劇物の保管場所を決め施錠する
・農薬散布時には保護具を着用する

・喫煙しながら作業することがある
・廃棄物の仕分けや廃棄ルールがない
・労働者に対する就業規則がない
・毒劇物の保管場所が決まっていない

44%
46%

54%
56%

70%

品質（等級･規格）の向上
生産･販売計画の立てやすさ

資材の不良在庫の削減
販売先への信頼（営業のしやすさ）

従業員の自主性の向上

GAP実施による経営改善効果

「改善した」
と回答した者の割合

出典：｢GAP導入による経営改善効果に関するアンケート調査結果｣（平成25.1（独）農業･食品産業技術総合研究機構）を基に農林水産省生産局農業環境対策室で作成


